
第四部/分 科 会 発 表(1)

2盟
大学教育改革研修
「これからの大手前大学」
-C-PLATSを 座標軸に据えて一

分科会メンバー

●教 員 芦田 秀昭

川窪 広明

酒井 健

鳥巣 泰生

●職 員 人瀬 孝二

佐藤 香子

小川 武範

木下 りか

砂押かほる

中崎 修一

尾崎 耕司

小林 宣之

谷村 要

吉川 登

金森 正一 森本 喜彦

おはようございます。アナリシスとクリエイティビティ分科

会報告 をまとめさせていただきたいと思います。代表で私

がお話しいたしますが、いろいろ出た議 論や意見 を全部う

まく集 約できているかというと自信 はありませ ん。ただ、こん

なことが出たということはお伝えできるかと思います。まずは

遅くまで論 議に参加 いただいた教 職員のみなさまにお礼

申し上げます。最初 にそもそもという話ではないんですけれ

ども、C-PLATSの アナリシスやクリエイティビティの話の前

に、こういったことはどうなっているのだろうかということがい

くつか出ましたのでそこからお話したいと思います。

まずこうやって話し合 われた内容やプランなどは今 後ど

の授業 にどのように反映されていくのだろうか、最終 的に

授業 内容に反映させていくときのはだれが まとめていくの

だろうか、そういった見 通しが正 直よくわからないという点

です。結局ここだけの話になってしまうのではないかという

危惧 の表 れだと思うのです が、そういったことの見通しが
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立てば逆 に具体的な意見が積極的に出てくるのではない

かという意見 です。もうひとつはふりかえりということですけ

れども、すでに古いバーションではありますが、C-PLATSに

ついて学生には自己評価 をさせ 、それらを共有し、コメント

をつけたりしております。しかしそれらはどういった意味をも

ち、学 生はどういったところで能力が伸 びたとか逆 に伸び

なかったと言っているのか、というようなことについてはまだ

十分 な分析ができていない。それこそアナリシスなんです

が、そもそも分析 ができていない面 があるのではないかと

いう意見が 出されました。そのような分析 を行 うことを通し

て、実際に目の前にいる学 生たちに何が足 りなくて何 を求

めていてどうすればいいのかということが見えてくるのでは

なかろうかと。われわれは頭のなかではいろんなことを考え

ているけれど、目の前の学生をついつい置き去りにしている

のではないか。それでは結局地 に足がついた教育 にはな

らないのではないかということです。ひとことで言ってしまえ

ば総括が十 分になされていないまままた先に進んでしまう

ということは、結局 のところ学生を見ていないということにつ

ながっていて、それでは非常 にもったいないことをしてし

まっているのではないかということです。しかしこれらのこと

を言っていると話が前に進まないので、これらを大切 にして

いきたいということをとりあえず 共通に認識 したうえで議論

を行いました。

まずどういった能力を付 けさせたいのかという質疑が最

初になされました。とくにクリエイティビティについて出たの

ですが、クリエイティビティとは結 局何を指 しているのか。例

えば創 造性と独創性 というのは異 なるのではないかとい

う議 論がなされました。すでにある科 目、授 業の内容は多

様であり、ボトムアップ的にそれぞれの科 目全 部にかかわる

ようなクリエイティビティを定義 するのは実際難 しいのでは



2日目第四部/分科会発表(1)

大学教育改革研修「これからの大手前大学」-C-PLATSを 座標軸に据えて一・酒 井 健 先牛

ないかということです 。それに対してOCDと いうのは一つ

の枠 組みとして提示されている…OCDの 役割 をそのよう

にとらえてみると、これは現実的に物 事を進めていくための

一つの方法と考えればよいのではないかという議論もなさ

れました。もしそうなら、これ らの能力を育てるための前提

に何が必要だろうかという議論となり、多くの先 生がたの意

見として共 通していた、まず必要 なものとは、知識 なのでは

ないかということでした。やはりある程 度物を考え分析 して

いくためには前提となる知識が必要 不可欠なのではない

かと。知識 をつ けることが最初か ら重視されるべきでない

かと話 されました。別の 言い 方をするなら、1年生 から

C-PLATSの 個々の能力を全部伸 ばしていこうというのは

無理があるということだろうと思 います。まず最 初に必要な

知識が何 かを考え、それらを土 台として、その上に個 々の

能力を多様に伸 ばしていくという流れがあるのではないで

しょうか。その中には読 み書 きそろばんというイメージでしょ

うか、計算が自由にできるとか、そういったことが当たり前に

できなければ分析能力を身につけるというようなことは難し

いのではないでしょうか。であればそういった基礎 能力が

ないのはしょうがないということでなく、それらをどうやって早

いうちからつけさせるかということを考えることが大事では

ないかということになります。就職 に関することにつなげて

考えても、やはりSPIの 中でそういった能力も問われるで

しょうから、基礎学 力をつけることは重 要ではないかという

ことです。

次に、もうひとつ出てきた大きな問題は、われわれがい

ろんな能力を付 けさせたいと思い、さまざまな工夫をしてい

るとは思 うのですが、そもそも学生が意欲を持たない。どの

ようなことを提供しようとしても最後だけ来て隣の人のを写

してそれらしく書いて提 出しておしまい、それで点 数をもら

えればいいのではないかというようなスタンスからなかなか

抜け出せない学生が少なからずいるのではないかという

ことです。そうすると、まず学 ぶことの意義や学ぶことに対

する意 欲を高めることが必要 になるわけです。意 欲があ

る、やる気 があるという前提 のもとに何 を提 供していこうか

ということではなく、そもそも意欲 を高 める、頑張ってやって

いこうという気持ちになってもらうためにどんな工 夫ができ

るか、といったところから考えていかなければならないので

はないかと話されました。これはかなり多くの先生がたが共

通して苦 労されているところでもあり、だからどうすればい

いか悩 んでいるところであり、そしてこれといった手段 を見
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出しにくいところかなと思われます。

意欲をひき出すという事が大事 だとしたら、ではどういっ

た工夫ができるのかということですが、教授法の工夫で、は

たして大多数の意欲 をアップさせたり変化 させ たりできる

のか、できるのであればどうしたらいいのだろうかということ

を前向きに考えないとなりません。これは、意欲を高めること

と就 業力をアップさせることの関係、もしくはC-PLATSに 挙

げられている能力をつけていくことと就職率を上げることと

の関係になると思うのですが、昨日の話にありましたように、

文系 の学 部を出るとやはり就職先 として営業 職が第一候

補であるというのが世の中の現実としたら、それを早いうち

にきちんと伝 えるのは大切 ではないでしょうか。営業職が何

かもよくわか らず、回避 したり嫌ったりやりたくないと言って

しまう学 生も少なからずいるかもしれません。その中で営業

というのは多様な力を発揮 して成り立つ実はおもしろい内

容なのではないかと早いうちにどれだけ魅力的 に伝 えられ

るのかということが、もしかしたらポイントになるのではない

かと思います。
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そう考 えてくると、営業 するに耐えられるだけのタフネス

さ、これはメンタル面 もフィジカル面もそうですが、そういった

タフネスさとコミュニケーション能力その他 いろいろな能力

をもつ学生を育てることがC-PLATSの 現実的な達成の成

果ということになります。ただ、それについては本当にそのよ

うに目標 設定することがよいのかどうかという話も出ていま

した。多 少乱暴に言います と、問題解決能力がついたとい

うことは、ひとつの表れとしては、ものす ごい高い営業力とし

て発揮 されうるととらえて本 当によいのだろうかということで

す。これは改めて議 論し、そのうえで授業 の中で何ができ

るのかということをフィードバックして考えていく必要がある

ので はない かということです 。その点 については 仮 に

C-PLATS能 力の高い人 の高 い営業力をもっていること

であるとして考えた場合 、次のような説得といいますか、動

機づけが必要なのではないでしょうか。たとえば営業という

仕事 は相手 のニーズを読み取る分析 能力も必要 であり、

相手の気持ちを察知するコミュニケーション能力も必要で

あり、相手が何を求 めているのかということを私はこういう

ふうにわかりました、だからこう提案ができますといったプレ

ゼンテーションや、説得力をもった説 明ができるといった、実

は多様な能力の集合体ですから、その能力を一つ一つ大

学の授 業を通 して身につ けていくことがあなたの将来 に

きっと役に立ちますよといった動機づけです。

説得 力があるかわかりませんが、何 かこういった話を折

りにふれてすることを通して一つ一つの授業に対 するモチ

ベーションを上げていくことが大切 ではないでしょうか。大

学で学ぶ内容と就 職が比 較的直結しやすい学部、たとえ

ば看護学部 とかであれば、学ぶことと就職が 当たり前 のよ

うにつながるので、比較 的問題 は少 ないのか もしれませ

ん。一方リベラルアーッということで多様 な分野、多様な内

容、多様な方 向性 を学 びつつこれらの能力につなげていく

場合 はかなり工夫が いるのではないかと思 われるか らで

す。もうひとつは就職 率を考えたときに特殊な分 野、たとえ

ばプロの漫 画家になりたい、イラストレーターになりたい、と

いった場合 にこれらは就職率の指標が指標 として十分 に

意味 があるのだろうかということも疑問として提 示されまし

た。

さて、今 回初年次教育でどんなことができるのかというこ

とは一つの議論の的とありましたが、逆に多様な学生 がき

ている、意欲も能力も興 味の方向性も多様な学生がいる

なかで、一律 の、一律 のというと語 弊 はありますが 、同じ

テーマを与え、同じ内容を教 育することで実際に意欲を伸

ばすことは可能 だろうかということです。けっして後ろ向き

な話 ではなくて、学 部やメジャーで何をとりたいかによって

学生 の興 味、どこがツボかということが変わるのではない

かということです。興 味にあわせてテーマの与え方を変え

て、その中で共通してC-PLATSの 能力を高めていくという

そういった考え方も多少幅を持たせた検討してもいいので

はないでしょうか。全員に同じことをしていくという部分と個

別の能 力に合 わせ てなんとか少しでも学生のッボをつい

ていこうという方向性と2本 立てもあるのではないかという

ことですね。その場合、各学 部やメジャーそれぞれの専門

分野 の先生が たにその専門 的な内容にかかわりながら

C-PLATSの 能力を高めるカリキュラムもしくは授 業内容を

考えてもらい、それらを集 めていって提 示し、まとめていくと

いうそういった組み立て方 もありうるかも知れないと話され

ました。一律でやるなら1学 年700人 オーバーの多様な学

生のかなりの部分をカバーできる興 味や内容とははたして

何なのかということをやはり目の前 の学生を見ながら考 え
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ていかなければならないのではということにつながると思い

ます。

ここまでは意欲を高めるということを教える内容との話で

したが、ファカルティーの課題であるアナリシスとクリエイティ

ビティということと意欲 、動機を高めることとをつなげてみよ

うとしたときに次のような話が出ました。

現在学 生たちには専 門分 野を決めるのはなるべく後 半

にして、じっくり自分たちのことを理解したうえで決 めていき

ましょうと指 導しているわけですが、そのためには早 いうち

から自分のことを知る、自分のことを分析して理 解する、そ

して自分が目指す方 向は何 なのかということを考え、その

ために何が必 要かを自分で見 出して、そのためにこの授

業をとるのだ、この方向を学ぶのだということを自分で決め

ていくという話を1年 生 くらいからやっていくことが必 要なの

ではないかということです 。そうしないと2年生 になっても何

をやっていいのかわからないし、何 をやりたいかわからない

し、どう進んでいいのか見当もつきません、よくわからないま

ま3年 生になりました、よくわからないまま4年 生になりました、

就職先 、何 をやりたいかをどう決 めていいかわかりません

というようなことに、うかうかしているとなってしまうかもしれ

ません。

それなら自由に選べる早いうちに何をしたいのか、どう

いった適正があるのか、自分は何に興味をもってがんばれ

そうなのかということを分析することを組み込んでいって授

業を構 成す ることは意 味のあることではないかと思いま

す。そういったことを通して自分にもこんな方 向性 があるん

だ、こういうことができるかもしれない、こういうことなら人生

を有意義にやっていけそうだということを少しでも感じ取れ

ればそれが意欲とか前 向きさとかを引き出し、やっていこう

ということにつながるのではないという話です。就職先は具

体的 に考える必 要があると思いますので、例えば営業 的

な仕事 ということが分 野として大 きいのであれば、そことつ

なげることも具体的に考えていいのではないかということで

す。残念 ながら私 の力不足 もありまして、クリエイティビティ

やアナリシスの各項 目をどのくらいどの段 階で付けてほし

いかというキレイな項目をあげることはできなかったのです

が、しかしそれらを育てていく前提として意欲をどれだけ高

められるか、前 向きさをどれだけ与えられるかということを

真剣に考え大事にしなければならないのではないかという

部分は大事な議論としてできたのではないかと思います。

それらの議論 を行 いましたということで、分科 会の報告に

量櫨を襯功・sには?… 駄婁力甲との關煤で…一
・宜丑}」:ヒ ら貫 里1:七卍」占証 星し、`L喝 旺寅}誰 孟.トーラ乱冗一En

`ら 黒畳 駈剛 門 づも艸1"}f宇.1:い いm凸 ・司

・開局Ofこ へ.罵 立川ks3;:'骨077吊 霊と」三」二y-,1

旨力詣1も゚ ,」715r'で ㌦ゴf.ザ ゴHI、°、唱 哩1「」彗 』.沖

・r閏u弔 訣卸.山lllh'こ 県臣1t'耳1カ 」ド:1,二fGm:,,

・ き∫・r:.'・・、.「1"L,骨7曝 自1A姐.」許.1"bう 二P畳撃 弔1」lr.x

b.と7'3,r干 岬_・ 瓦5「己葦し.覧.畳啓,七 霊:ヨ 唱ニ

ヤー,1ン':㎡ 峠 ●.Li…aい う.h弧2幽 虎'轟■r'GiI』 ・

・rlm』1'霊 建.1 .「.・毒⊥年 【1」'.=Shy暫 円町許閉 ■1二'}し

Irやマ μ

・h'」へ,・し7-'1]S'4く1≠ .¶躍 凸閏 曜阻掴1庸猛月轟 質凸 ‡」「畠

'ヨなこ`1'τ,腎 い …`{1:7f十i:'7R:`1古 炉訓 直電:

ど1詣、【眺巳羊亡.1,吐 曜1.閣1堤七曲':」1う自・、

かえさせていただきます 。もし分科会に参加 された教職員

の方々で私の報告から抜け落ちたことがあれば、補足・訂

正 していただければと思います。

●司会

今の発表に対 してご意見、ご質問、補足などあれば手を

あげてください。

小 川先生、昨日のグループの議論の中で気づいた点な

どございましたらお願 いしたいと思います。

●小川先生

私 は一緒のグループでしたので、今のお話を聞いてまし

て、たぶん聞かれていた先生は何年生を対象 にして何 の

話 だったのわかりづらかったかと思いますので、ひとことだ

け言わせてもらいますと、主に1年 生のキャリアデザインで

どういう力を、そこを重 点的に、2年3年 でどういった力をと

いう議論をいたしておりません。とりあえず1年 のときに意欲

をもってほしいなと。やる気 というのが一番難 しい。これが

簡単 に大手前大学でできたら、他の大学もこぞって見に来

ると思いますけれど、それでもたとえばフレッシュマンセミ

ナーで全員 同じテーマで行います。加 えてクラス分けも同

じ現代社 会学のものばかり集まっている。でもそれちょっと

変えてもいいのではないかなということでこのまとめの言葉

が出たと思います。

●司会一

ありがとうございました。
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